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一
〇
月
三
一
日
に
あ
っ
た
先
の「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
選
挙
」

は
、
勝
者
な
き
選
挙
だ
っ
た
。
与
党
は
安
定
多
数
を
維
持

し
た
も
の
の
、
自
民
党
は
一
五
議
席
減
と
な
っ
た
。
野
党

勢
は
議
席
を
積
み
増
し
た
も
の
の
、
野
党
第
一
党
の
立
憲

民
主
党
は
多
く
の
期
待
を
裏
切
っ
て
一
三
議
席
減
の
九
六

議
席
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
の
唯
一
の
勝
者
は
、
議

席
を
三
倍
も
増
や
し
た
維
新
だ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
立
憲
民
主
党
を
中
心
と
し
た
野
党
が
な
ぜ

議
席
減
に
終
わ
っ
た
の
か
、
そ
こ
で
野
党
共
闘
が
ど
の
よ

う
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
野
党
勢
力
立
て
直
し
の
方

向
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
い
く
つ
か
の

仮
説
を
交
え
な
が
ら
議
論
し
て
み
た
い
。

　

立
憲
民
主
の
「
敗
北
」

　　

立
憲
民
主
党
の
議
席
減
が
大
き
な
衝
撃
で
も
っ
て
受
け

止
め
ら
れ
た
の
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
ひ
と
つ

は
、
事
前
の
獲
得
議
席
予
測
が
か
な
り
多
く
見
積
も
ら
れ

て
い
た
こ
と
だ
。
今
回
、
野
党
候
補
一
本
化
に
よ
っ
て
接

戦
区
が
大
幅
に
増
え
た
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
情
勢
調

査
は
精
度
に
欠
い
た
。
例
え
ば
、
朝
日
新
聞
は
一
〇
月
二

六
日
付
け
の
紙
面
で
、獲
得
議
席
予
測
と
し
て
下
限
九
四
、

上
限
一
二
〇
（
小
選
挙
区
五
五
～
六
九
、
比
例
区
三
九
～

五
一
議
席
）
と
報
じ
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
投
開
票
日
二
〇

時
の
段
階
に
な
っ
て
も
な
お
、
同
党
の
獲
得
議
席
が
九
九

～
一
四
一
議
席
だ
と
速
報
し
て
い
た
。
岸
田
政
権
発
足
時

の
低
支
持
率
も
あ
り
、
さ
ら
に
票
読
み
の
困
難
か
ら
、
期

待
が
大
き
な
失
望
に
変
わ
っ
た
と
い
う
心
理
的
側
面
が
指

摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
野
党
共
闘
の
実
際
の
効
果
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

前
回
の
二
〇
一
七
年
選
挙
と
比
較
す
れ
ば
、
与
党
に
五
％

ポ
イ
ン
ト
以
内
で
競
り
負
け
た
選
挙
区
は
一
七
か
ら
二
六

に
増
え
、
逆
に
五
％
ポ
イ
ン
ト
以
内
で
競
り
勝
っ
た
選
挙

区
は
一
三
増
え
て
い
る
。
前
回
選
挙
の
立
憲
の
小
選
挙
区

で
の
獲
得
議
席
は
一
八
、
希
望
の
党
は
一
八
、
今
回
は
五

七
と
な
っ
た
か
ら
、
野
党
共
闘
が
一
定
の
効
果
を
発
揮
し

た
の
は
間
違
い
な
い
。選
挙
区
の
無
党
派
層
に
つ
い
て
も
、

候
補
者
一
本
化
が
実
現
し
た
二
一
七
選
挙
区
で
の
投
票
先

は
立
憲
が
四
一
％
と
首
位
（
自
民
三
二
％
）
と
な
り
、
自

民
対
立
憲
の
一
騎
打
ち
の
選
挙
区
で
は
五
七
％
（
自
民
三

六
％
）
に
上
っ
た
（
朝
日
新
聞
調
べ
、
以
下
同
）。

　

他
方
、
比
例
区
で
の
無
党
派
層
の
投
票
先
は
立
憲
二

一
％
（
二
〇
一
七
年
は
二
九
％
）、
自
民
一
九
％
、
維
新

一
八
％
と
、
横
並
び
だ
っ
た
。
前
回
選
挙
で
立
憲
と
希
望

を
あ
わ
せ
て
約
七
〇
の
比
例
議
席
が
今
回
三
〇
議
席
近
く

減
っ
た
こ
と
が
、
敗
北
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
解
る
。
そ

し
て
そ
の
分
は
、
ほ
ぼ
丸
ご
と
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心

と
す
る
維
新
の
議
席
に
振
り
替
え
ら
れ
た
。
詳
細
は
今
後

の
有
権
者
分
析
を
待
た
な
い
と
な
ら
な
い
が
、
選
挙
区
で

選
択
肢
を
限
定
さ
れ
た
非
自
民
支
持
者
は
、
比
例
で
は
よ

り
多
様
な
選
択
を
求
め
て
、維
新
に
投
票
す
る
と
い
う「
分

割
投
票
」
を
し
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
、
日
本
の
選
挙
で
は
稀
だ
が
、
こ
れ
は
野
党
共

闘
の
意
図
し
な
か
っ
た
負
の
効
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

政
治
学
で
は
「
汚
染
効
果
」
な
ど
と
呼
ぶ
が
、
小
選
挙
区

比
例
代
表
並
立
制
は
、
小
選
挙
区
の
特
性
と
比
例
の
特
性
が

互
い
に
そ
の
効
果
を
打
ち
消
す
作
用
を
持
つ
。
小
選
挙
区
で

勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
野
党
共
闘
と
い
う
凝
集
性
が
欠
か
せ

な
い
。
二
大
陣
営
化
が
進
ん
だ
結
果
、
今
回
の
選
挙
で
の
立

候
補
者
数
は
、一
〇
五
一
名
と
過
去
最
少
だ
っ
た
。
た
だ
し
、

そ
れ
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
比
例
区
で
は
こ
れ
が
多
党

化
現
象
と
な
っ
て
表
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
維
新
」
の
伸
長

　

野
党
共
闘
の
負
の
効
果
に
よ
る
恩
恵
を
被
っ
た
の
は
、

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
維
新
の
会
で
あ
る
。
同
党
の

支
持
基
盤
は
近
畿
圏
に
限
定
さ
れ
、
得
票
も
同
地
域
に
集

中
し
て
い
る
も
の
の
、
二
〇
〇
名
以
上
の
地
方
議
員
を
抱

え
、
大
阪
を
中
心
と
し
た
地
方
自
治
の
実
質
的
な
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
を
握
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
非
常
事
態
宣
言

発
出
・
解
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
休
業
補
償
の
範
囲
な
ど
を

巡
っ
て
中
央
政
府
と
各
首
長
が
対
立
す
る
場
面
も
あ
り
、

中
央
と
地
方
の
新
た
な
競
争
的
次
元
が
開
か
れ
た
。中
央
、

地
方
と
も
に
互
い
に
責
任
を
擦
り
付
け
る
「
非
難
回
避
競

争
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
住
民
か
ら
は
中
央
政

府
が
最
終
的
な
責
任
主
体
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
構
造
的

に
は
首
長
に
支
持
が
集
ま
り
や
す
く
、
大
阪
の
吉
村
知
事
と

維
新
が
そ
の
恩
恵
に
預
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

野
党
の
中
で
は
、
経
済
政
策
・
社
会
政
策
に
お
い
て
、

維
新
支
持
者
は
か
つ
て
の
希
望
の
党
と
同
様
、
自
民
党
支

持
者
に
近
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
そ
れ
も
中
道
寄
り
に
位
置
し

て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
（
米
田
幸
弘
「
政
党
支
持　

２
０
２
１
衆
議
院
選
挙

第
４
９
回
衆
議
院
選
挙
を
振
り
返
る

　

吉　

田　
　
　

徹
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い
わ
ゆ
る
既
得
権
益
に
批
判
的
な
こ
う
し
た
新
自
由
主

義
的
志
向
を
持
つ
有
権
者
は
全
体
の
約
三
五
％
を
占
め
る

（
橋
本
健
二
『
新
・
日
本
の
階
級
社
会
』
二
〇
一
八
年
）。

自
民
党
が
旧
経
世
会
と
い
っ
た
穏
健
保
守
か
ら
旧
清
和
会

の
よ
う
な
タ
カ
派
を
揃
え
て
い
る
限
り
、
野
党
勢
も
社
民

の
極
と
新
自
由
主
義
の
極
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
同
じ
程

度
に
ウ
イ
ン
グ
を
広
く
し
な
け
れ
ば
選
挙
で
勝
つ
こ
と
は

難
し
く
、
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
選
挙
は
再
現
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
民
民
主
党
以
上
に
政
策
的
距
離

の
あ
る
維
新
を
、
立
憲
民
主
を
中
核
と
す
る
野
党
ブ
ロ
ッ

ク
内
に
包
摂
す
る
こ
と
に
は
多
大
な
困
難
が
伴
う
。
政
権

交
代
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
個
別
的
な
選
挙
戦
略
の
次

元
を
超
え
て
、
中
長
期
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
る
。

　

共
産
党
の
存
在

　

今
回
の
選
挙
で
浮
上
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
焦
点
は
共
産

党
と
の
協
力
関
係
で
あ
る
。
同
党
と
立
憲
民
主
は
過
去
に

選
挙
協
力
・
候
補
者
調
整
を
経
験
し
て
い
た
が
、
二
〇
二

〇
年
の
首
班
指
名
で
同
党
が
枝
野
代
表
に
投
票
し
、
小
選

挙
区
の
立
候
補
者
数
を
一
〇
五
人
と
過
去
最
少
に
ま
で
絞

り
、
さ
ら
に
市
民
連
合
を
介
し
て
社
民
党
・
れ
い
わ
新
選

組
と
と
も
に
共
通
政
策
で
合
意
す
る
な
ど
、
一
歩
進
ん
だ

協
力
体
制
が
整
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、共
産
党
の
こ
う
し
た
他
野
党
と
の
接
近
は
、

過
去
の
連
続
線
上
に
あ
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
他
野
党
と

の
連
立
政
権
構
想
で
あ
る
「
国
民
連
合
政
府
」
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
欠
席
を
常
と
し
て
い
た
国
会

開
会
式
に
出
席
、
党
綱
領
に
あ
る
日
米
安
全
保
障
同
盟
廃

棄
も
前
面
に
は
掲
げ
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
共
産
党
の

「
現
実
主
義
化
」
は
、
安
倍
自
民
党
の
右
傾
化
、
党
組
織

の
弱
体
化
、
非
自
民
政
権
樹
立
の
実
現
可
能
性
な
ど
複
数

の
要
因
か
ら
選
択
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
反
シ
ス
テ
ム
政

党
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
ゲ
ッ
ト
ー
化
」
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
共
産
党
が
徐
々
に
既
存
の
議
会
制
民
主
主
義
の
一

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
の
西

欧
諸
国
で
観
ら
れ
た
現
象
だ
。
西
欧
の
共
産
党
と
は
異
な

る
性
格
を
持
つ
日
本
共
産
党
も
そ
の
理
路
を
歩
み
始
め
た

か
に
見
え
る
。
日
本
共
産
党
は
、
労
働
・
雇
用
問
題
、
格

差
（
経
済
的
・
社
会
的
不
平
等
）
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
な

ど
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
領
域
で
は
他
野

党
と
十
分
に
差
別
化
で
き
な
い
。

　

産
業
革
命
以
来
、
共
産
主
義
は
最
も
強
力
な
政
治
的
・

社
会
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
世
界
に
君
臨
し
て
き
た
。

も
っ
と
も
、
冷
戦
終
結
と
ポ
ス
ト
工
業
社
会
へ
の
変
容
を

受
け
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
共
産
党

の
存
在
理
由
も
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
三

〇
〇
〇
人
弱
の
地
方
議
員
と
三
〇
万
人
弱
の
党
員
を
抱
え

る
確
固
と
し
た
政
党
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
う

し
た
前
時
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
盤
を
日
本
の
野
党
ブ

ロ
ッ
ク
に
ど
の
よ
う
に
円
滑
に
加
え
て
い
く
の
か
、
大
き

な
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
同
党
と
非
共
産
野
党
と
の
本
格
的
な
政
権

協
議
が
欠
か
せ
な
い
。

　

お
わ
り
に

　　

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
選
挙
」
は
、
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
現
状
維
持
の
選
挙
で
も
あ
っ
た
。

野
党
共
闘
や
そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
る
政
策
を
含
め
、
多
く
の

課
題
は
持
ち
越
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

は
、
古
代
ケ
ル
ト
で
は
冬
支
度
を
始
め
る
合
図
と
な
る
行

事
だ
っ
た
。
野
党
も
、
い
ま
し
ば
ら
く
は
春
を
待
ち
な
が

ら
、冬
の
間
の
仕
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

＜

よ
し
だ　

と
お
る
・
同
志
社
大
学
政
策
学
部
教
授＞

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
軸
は
ど
う
変
化
し
て
い
る
の
か
」
田

辺
俊
介
編
『
日
本
人
は
右
傾
化
し
た
の
か
』
二
〇
一
九
年
。

調
査
年
は
二
〇
一
七
年
）。
西
欧
で
は
特
に
、
有
権
者
は

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
よ
り
も
個
別
争
点
ご
と
に
支
持
を

強
め
る
傾
向
に
あ
り
、
既
成
政
党
に
対
し
て
は
そ
の
「
政

策
執
行
能
力
（valence

）」
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
（H

.E
vrenk et al. "V

alence P
olitics", 2

0
1
8

）。

多
く
の
有
権
者
は
、
教
育
や
医
療
と
い
っ
た
基
礎
的
な
国

民
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
能
力
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
が
自
民
党
の
相
対
的
な
安
定
だ
け
で
な
く
、

地
方
自
治
の
場
に
お
い
て
―
―
そ
の
実
効
性
や
評
価
は
別

と
し
て
―
―
そ
の
能
力
を
証
明
し
た
維
新
へ
の
支
持
に
つ

な
が
っ
た
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

野
党
ブ
ロ
ッ
ク
に
欠
け
て
い
る
も
の

　

九
三
年
以
降
の
ポ
ス
ト
五
五
年
体
制
を
構
造
的
に
み
る

と
、
強
大
な
野
党
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す
る
に
は
、
現
在
で

は
維
新
が
陣
取
っ
て
い
る
改
革
志
向
の
新
自
由
主
義
の
極

を
内
包
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
解
る
（
こ
こ
で
い

う
新
自
由
主
義
と
は
、
行
財
政
改
革
と
民
間
活
力
活
用
に

優
先
順
位
を
置
く
政
治
の
こ
と
と
定
義
す
る
）。
か
つ
て

の
新
生
党
と
後
の
新
進
党
が
自
民
党
と
伍
し
、
さ
ら
に
二

〇
〇
三
年
の
民
由
合
併
で
も
っ
て
政
権
交
代
が
実
現
し
た

よ
う
に
、
非
自
民
ブ
ロ
ッ
ク
は
社
民
系
や
共
産
党
支
持
者
の

み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
志
向
を
持
つ
有
権
者
を
も
惹
き
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
〇
五
年
前
後
の
民
主
党
は
、
小

泉
自
民
党
と
と
も
に
改
革
志
向
を
強
く
し
て
い
た
時
期
だ
っ

た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
だ
（
加
藤
淳
子
・
観
音
悠
人
「
日
本

の
政
党
の
競
争
空
間
の
変
化
」
城
山
・
大
串
編
『
政
治
革
新

の
理
論
』
二
〇
〇
八
年
）。
ポ
ス
ト
小
泉
時
代
に
自
民
党
が

改
革
路
線
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
で
み
ん
な
の
党
が
生
ま
れ
た

の
も
、
こ
の
有
権
者
市
場
を
狙
っ
て
の
こ
と
だ
。


